





























































































































































































































　   　　　⑦ たとえばこんなお花がいいよ。 
（赤ずきん）⑧ そうかしら？ 
 
a
b
c
d e
f
赤ずきん オオカミ 
④赤ずきんちゃん 
赤ずきんちゃん 
 
⑤なあに？ 
オオカミさん 
③ご病気の 
おばあちゃまの 
ところにお見舞い 
に行くの 
⑥お見舞いに 
行くのならお花が 
あったほうが 
おばあちゃん喜ぶよ 
① 早くおばあ 
ちゃまのところに 
行かなくっちゃ 
②赤ずきんちゃん 
急いで歩いて 
どちらまで？ 
⑦ たとえば 
こんなお花 
がいいよ 
⑧たとえばこんな 
お花がいいよ 
図４「赤ずきん」舞台（複数の配役）
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○異文並行読み、異文重層法
図５「祭り囃子」の舞台
ａ～ｆ６人が一斉に、異なった音を発声するのが「異
文並行読み」である。拍子を揃えれば、祭り囃子のよう
に聞こえる。（講座で行ったのは）応用の「異文重層法」
という技法は、ａが一回言った後に、ａの２回目に合わ
せてｂが１回目を始める、以下同様に１回ずつ遅れてテ
ンポを合わせていき、ｆが１回言ったところで終了、た
とえるなら大縄跳びに１人ずつ加わっていき、全員で１
度回したらおしまいにするような読み方である。
幼児教育の場では、サランラップの芯にカラーテープ
を巻くなどして笛や太鼓のバチに見立てて踊り、お神輿
を担ぐ役などを作って見せ場にするとよいのではないか。
また、笛なら笛のパートごとに発声して見せ場とすれば
単純になり、無理の無い範囲で、音を重ねてはいかがか。
３．まとめ　講座担当者の感想
群読技法のうち何と言っても人の心を惹きつける「花」
は、ソロ・アンサンブル・コーラスの実践です。今回も
参加者一同真剣そのもので取り組み、最後まで読み切れ
たときには、誰からともなく拍手が起こり、全員笑顔満
開になりました。
しかし、幼児教育の場の実践には、ソロ・アンサンブ
ル・コーラスの技法は難しいものと推測します。ただ、
先に挙げた「異文並行読み」技法で、祭り囃子の笛や太
鼓の音を声で表現するのは、ゆっくりしたテンポならば
比較的容易で、幼児にも可能だと思います。声を出すの
は健康によいため、高齢者の施設でも群読は取り入れら
れつつあると聞いています。２００２年発足の日本群読
教育の会では、実践報告を募っていますが、これをきっ
かけに、参加された先生方お一人おひとりが幼児向けに
改良を重ね、現場でも活用されるならば幸いです。皆様
のご協力のおかげで、講座も何とか形になりました。有
難うございました。
《参考図書》
＊日本群読教育の会　群読実践シリーズ
「すぐ使える群読の技法」（高文研）
＊はせみつこ編・飯野和好　絵
「みえる詩あそぶ詩きこえる詩」（冨山房）
＊たかぎあきこ　うた・やまわきゆりこ　え
「たべものうた」
＊阪田寛夫　作・太田大八　絵
「ぽんこつマーチ」
＊岡田純也　編著・木村光江　作
「劇遊び脚本集」（ひかりのくに）
＊トルストイ再話・内田莉莎子　訳　佐藤忠良　絵
「おおきなかぶ」（福音館書店）
＊角野栄子　作・スズキコージ　絵
「なぞなぞあそびうた」（のら書店）
ａ　ヒャイトロヒャイトロ　ヒャラリーリー　ヒャイトロヒャイトロ　ヒャラリーリ  ー
ｂ　テンツクツクツク　テレツクテン　テンテンテレツク　テレツクテン 
ｃ　チャンチャンチキチキ　チャンチキチ　チャンチキチキチキ　チャンチキチ 
ｄ　ドンドンドロツク　ドロツクドン　ドンツクドンツク　ドロツクドン 
ｅ　スコトンスコトン　デレツケデン　スットンドンドン　ドロツクドン 
ｆ　ピーッ　ピーッ　ピーッ　ピーッ　　ピーッ　ピーッ　ピーッ　ピーッ 
ヒャイトロ 
ヒャイトロ 
スコトン 
スコトン 
 
ピーッ 
　ピーッツ 
 
ドンツク 
ドンツク チャンチャンチキチキ 
テンツク 
ツクツクク 
 
（講座では、この他「ソロ・アンサンブル・コーラ
ス」の実践（西条八十「地引網」の詩、「おむすび
ころりん」の脚本）と、おおきなかぶ」の脚本、
２人読みの例として織田道代「へんてこ動物園」、
まど・みちお「がいらいごじてん」、阪田寛夫「ア
ンケートⅡおかあさんを何とよびますか？」「わか
れのことば」を、また、組み合わせの応用として
「カブとゴボウ」を紹介したが、ここでは割愛する。）
